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(57)【要約】
【課題】送信の中止を行った場合に、容易に再送信を行
うことができるように改良された画像送信装置、ファク
シミリ装置およびプログラムを提供する。
【解決手段】本発明に画像送信装置は、送信先の宛先を
指示する宛先指示手段と、前記宛先指示手段により指示
された送信先の宛先に送信が指示された後に、送信を中
止するよう指示する送信中止指示手段と、前記送信中止
指示手段により送信中止状態に指示された場合、前記宛
先指示手段による宛先を維持した状態で、新たに取り込
まれた画像を送信するように指示する再送信指示手段と
を有する。前記宛先指示手段は、指示するための宛先を
受け入れる宛先受け入れ手段と、確認のための宛先を受
け入れる宛先確認受け入れ手段とを更に有し、前記宛先
受け入れ手段により受け入れられた宛先と、前記宛先確
認受け入れ手段により受け入れられた宛先が同じである
場合に、前記再送信指示手段は、送信を指示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信先の宛先を指示する宛先指示手段と、
　前記宛先指示手段により指示された送信先の宛先に送信が指示された後に、送信を中止
するよう指示する送信中止指示手段と、
　前記送信中止指示手段により送信中止状態に指示された場合、前記宛先指示手段による
宛先を維持した状態で、新たに取り込まれた画像を送信するように指示する再送信指示手
段と
　を有する
　画像送信装置。
【請求項２】
　前記宛先指示手段は、
　指示するための宛先を受け入れる宛先受け入れ手段と、
　確認のための宛先を受け入れる宛先確認受け入れ手段と　
　を更に有し、
　前記宛先受け入れ手段により受け入れられた宛先と、前記宛先確認受け入れ手段により
受け入れられた宛先が同じである場合に、前記再送信指示手段は、送信を指示する
　請求項１に記載の画像送信装置。
【請求項３】
　前記宛先受け入れ手段が、数字によるボタンが押下されることにより宛先を受け入れた
場合に、前記宛先確認受け入れ手段は、確認のための宛先を受け入れる
　請求項２に記載の画像送信装置
【請求項４】
　前記宛先指示手段は、
　指示するための宛先を受け入れる宛先受け入れ手段と、
　前記送信中止指示手段により送信中止状態に指示された場合に、確認のための宛先を受
け入れる宛先確認受け入れ手段と
　を更に有し、
　前記宛先受け入れ手段により受け入れられた宛先と、前記宛先確認受け入れ手段により
受け入れられた宛先が同じである場合に、前記再送信指示手段は、送信を指示する
　請求項１に記載の画像送信装置。
【請求項５】
　前記宛先指示手段により指示された送信先の宛先に送信が指示される前に、送信先の宛
先の確認表示を行う宛先確認表示手段を更に有し、
　前記宛先確認表示手段が、送信先の宛先の確認表示を行った場合に、前記再送信指示手
段は、送信を指示する
　請求項１に記載の画像送信装置。
【請求項６】
　前記宛先指示手段により指示された送信先の宛先に、複数の異なる宛先が含まれている
場合に、前記宛先確認表示手段は、前記確認表示を行う
　請求項５に記載の画像送信装置。
【請求項７】
　画像の読み取りを行う画像読取手段と、
　送信先の宛先を指示する宛先指示手段と、
　前記宛先指示手段により指示された送信先の宛先に、前記画像読取手段により読み取ら
れた画像の送信が指示された後に、送信を中止するよう指示する送信中止指示手段と、
　前記送信中止指示手段により送信中止状態に指示された場合、前記宛先指示手段による
宛先を維持した状態で、前記画像読取手段により新たに取り込まれた画像を送信するよう
に指示する再送信指示手段と
　を有する
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　ファクシミリ装置。
【請求項８】
　コンピュータを含む画像送信装置において、
　送信先の宛先を指示する宛先指示ステップと、
　前記宛先指示手段により指示された送信先の宛先に送信が指示された後に、送信を中止
するよう指示する送信中止指示ステップと、
　前記送信中止指示ステップにより送信中止状態に指示された場合、前記宛先指示手段に
よる宛先を維持した状態で、新たに取り込まれた画像を送信するように指示する再送信指
示ステップと
　を前記画像送信装置のコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像送信装置、ファクシミリ装置およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特許文献１は、ファクシミリ装置において、宛先のダイヤル番号を２回入力さ
せ１回目と２回目の入力内容が一致しなければ送信が行われないようにする方法を開示す
る。
　また、特許文献２は、ファクシミリ送信開始指示を行なった後でも、送信宛先の誤りに
気が付いたときには容易に送信宛先を訂正できるファクシミリ装置を開示する。
【特許文献１】特開平０２－２０００５８
【特許文献２】特開平０８－１０２８３６
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、上述した背景からなされたものであって、送信の中止を行った場合に、容易
に再送信を行うことができるように改良された画像送信装置、ファクシミリ装置およびプ
ログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的のために、本発明に画像送信装置は、送信先の宛先を指示する宛先指示手段と
、前記宛先指示手段により指示された送信先の宛先に送信が指示された後に、送信を中止
するよう指示する送信中止指示手段と、前記送信中止指示手段により送信中止状態に指示
された場合、前記宛先指示手段による宛先を維持した状態で、新たに取り込まれた画像を
送信するように指示する再送信指示手段とを有する。
【０００５】
　好適には、前記宛先指示手段は、指示するための宛先を受け入れる宛先受け入れ手段と
、確認のための宛先を受け入れる宛先確認受け入れ手段とを更に有し、前記宛先受け入れ
手段により受け入れられた宛先と、前記宛先確認受け入れ手段により受け入れられた宛先
が同じである場合に、前記再送信指示手段は、送信を指示する。
【０００６】
　好適には、前記宛先受け入れ手段が、数字によるボタンが押下されることにより宛先を
受け入れた場合に、前記宛先確認受け入れ手段は、確認のための宛先を受け入れる。
【０００７】
　好適には、前記宛先指示手段は、指示するための宛先を受け入れる宛先受け入れ手段と
、前記送信中止指示手段により送信中止状態に指示された場合に、確認のための宛先を受
け入れる宛先確認受け入れ手段とを更に有し、前記宛先受け入れ手段により受け入れられ
た宛先と、前記宛先確認受け入れ手段により受け入れられた宛先が同じである場合に、前
記再送信指示手段は、送信を指示する。
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【０００８】
　好適には、前記宛先指示手段により指示された送信先の宛先に送信が指示される前に、
送信先の宛先の確認表示を行う宛先確認表示手段を更に有し、前記宛先確認表示手段が、
送信先の宛先の確認表示を行った場合に、前記再送信指示手段は、送信を指示する。
【０００９】
　好適には、前記宛先指示手段により指示された送信先の宛先に、複数の異なる宛先が含
まれている場合に、前記宛先確認表示手段は、前記確認表示を行う。
【００１０】
　また、本発明にかかるファクシミリ装置は、画像の読み取りを行う画像読取手段と、送
信先の宛先を指示する宛先指示手段と、前記宛先指示手段により指示された送信先の宛先
に、前記画像読取手段により読み取られた画像の送信が指示された後に、送信を中止する
よう指示する送信中止指示手段と、前記送信中止指示手段により送信中止状態に指示され
た場合、前記宛先指示手段による宛先を維持した状態で、前記画像読取手段により新たに
取り込まれた画像を送信するように指示する再送信指示手段とを有する。
【００１１】
　また、本発明にかかるプログラムは、コンピュータを含む画像送信装置において、
送信先の宛先を指示する宛先指示ステップと、前記宛先指示手段により指示された送信先
の宛先に送信が指示された後に、送信を中止するよう指示する送信中止指示ステップと、
前記送信中止指示ステップにより送信中止状態に指示された場合、前記宛先指示手段によ
る宛先を維持した状態で、新たに取り込まれた画像を送信するように指示する再送信指示
ステップとを前記画像送信装置のコンピュータに実行させる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明にかかる画像送信装置、ファクシミリ装置およびプログラムによれば、送信の中
止を行った場合に、容易に再送信を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　〔本発明がなされるに至った背景〕
　まず、本発明にかかる画像送信装置の理解を助けるために、その実施形態の説明に先立
ち、本発明がなされるに至った背景を説明する。
　ユーザは、ファクシミリ装置を利用して原稿（画像）を送信する場合に、送信開始後に
宛先の誤りに気づいた時に、送信を中止することができる。
　上記のように送信が中止された場合、ユーザは、宛先を入力し直し、再度原稿を送信す
る。
　しかしながら、ユーザは、例えば、送信の対象である原稿に誤りを発見した場合におい
ても、送信を中止し、所望の原稿に取替え、宛先を入力し直し、再度原稿を送信する。
　つまり、ユーザは、宛先の誤り以外の原因で送信を中止した場合においても、宛先を再
度入力し直さなければならない。
　本発明は、このような点に着目し、宛先以外の要因により送信の中止を行った場合に、
容易に再送信を行うことができるように工夫がされている。
【００１４】
　〔第１の実施形態〕
　以下、本発明の第１の実施形態として、画像送受信システム１を説明する。
　図１は、本発明にかかる画像送受信システム１の構成を例示する図である。
　図１に示すように、画像送受信装置１０－１～１０－ｎは、公衆回線網、インターネッ
ト網等の通信回線網１００を介して相互に接続されている。
　なお、ｎは１以上の整数を示す。
　また、画像送受信装置１０－１～１０－ｎなど、複数ある構成部分のいずれかを示すと
きは、単に、画像送受信装置１０と示すことがある。
　また、以下の各図において、実質的に同じ構成部分・処理には、同じ符号が付される。
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【００１５】
　画像送受信装置１０－ｉ（１≦ｉ≦ｎ）は、スキャナ等の画像読み取り装置により読み
取ったファクシミリの原稿の画像データを、通信回線網１００を介して通信相手の画像送
受信装置１０－ｊ（１≦ｊ≦ｎ,ｉ≠ｊ）に送信する。
 また、画像送受信装置１０－ｉは、同一の画像データを、同時に、複数の画像送受信装
置１０－ｊ，１０－ｋ（１≦ｋ≦ｎ,ｉ≠ｊ≠ｋ）などに送信を行ってもよい。
　また、画像送受信装置１０－ｉは、通信回線網１００を介して受信した画像データに基
いた画像を出力する。
　画像送受信装置１０の具体的な例としては、ファクシミリ装置、ファクシミリ機能およ
び複写機能を有するプリンタなどの様々な形態が存在する。
【００１６】
　〔ハードウェア構成〕
　図２は、本発明の実施形態に係る画像送受信装置１０の構成を示す図である。
　図２に示すように、画像送受信装置１０は、画像形成装置本体１２、画像読取装置１４
及び後処理装置１６を有する。
【００１７】
　画像形成装置本体１２は、複数（例えば３段）の用紙供給部２０を有し、これら用紙供
給部２０のそれぞれには供給ヘッド２２が設けられている。
　複数の用紙供給部２０は、寸法及び向きが同じ、またはいずれかが異なる、または全て
が異なる用紙をそれぞれ供給する。
　例えば、３段の用紙供給部２０はそれぞれ、Ａ３、Ａ４及びＢ５のサイズの用紙を供給
する。
　したがって、用紙は、供給ヘッド２２が作動して選択された用紙供給部２０から用紙搬
送路２４を介して像形成部２６に供給される。
　このようにして、用紙供給部２０は、記録媒体供給手段を構成する。
【００１８】
　像形成部２６は、例えばゼログラフィからなり、用紙搬送路２４を搬送される用紙に画
像を形成する。
　より具体的には、像形成部２６は、像保持体２８と、この像保持体２８の表面を一様に
帯電させる帯電ロール３０と、像保持体２８に潜像を書き込むレーザ書込み装置３２と、
書き込まれた潜像を現像する現像装置３４と、現像されたトナー像を用紙に転写する転写
ロール３６と、残留トナーをとるクリーナ３８と、用紙のトナー像を定着させる定着装置
４０とを有する。
　したがって、像保持体２８の表面が帯電ロール３０により一様に帯電され、潜像がレー
ザ書込み装置３２により形成され、この潜像が現像装置３４により現像され、転写ロール
３６により用紙に転写され、定着装置４０により定着され、用紙が用紙排出路４２から後
処理装置１６に出力される。
　このようにして、像形成部２６は、画像形成部を構成する。
【００１９】
　両面印刷が設定されている場合、定着装置４０により一面が定着された用紙は、用紙排
出路４２から反転装置４６に送られ、この反転装置４６で反転され、用紙反転路４８に送
られ、再び用紙搬送路路２４に戻され、像形成部２６に送られて他面の印刷がなされる。
【００２０】
　画像読取装置１４は、ＡＤＦ（Auto Document Feeder）等の自動原稿送り装置５０と、
この自動原稿送り装置５０により送られた原稿を読取走査するスキャナ５２とを有する。
　自動原稿送り装置５０により原稿はプラテン５４に送られ、プラテン５４上でスキャナ
５２により原稿の画像が読み取られる。
　画像形成装置１０により複写が設定された場合、画像読取装置１４で読み取られた画像
が画像形成装置本体１２により印刷されて複写される。
【００２１】
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　後処理装置１６は、例えばソータ７２、ステープラ５８及びパンチャ６０を有する。
　ソータ７２は、画像形成装置本体１２から出力された印刷済みの用紙を分配路６２に導
き、複数のビン６４に分配する。
　ステープラ５８は、画像形成装置本体１２から出力された印刷済みの用紙を搬送路６６
を介してコンパイラトレイ６８に次々と導き、このコンパイラトレイ６８に重ねれた用紙
束の所定位置に針により固定し、スタッカ７０に排出する。
　このようにして、ステープラ５８は、用紙を綴じる綴じ手段を構成する。
　パンチャ６０は、コンパイラトレイ６８に重ねられた用紙束の所定位置にパンチ穴を開
け、スタッカ７０に排出する。
【００２２】
　入力・表示（ＵＩ）部５６は、例えばタッチパネルからなり、画像形成装置本体１２の
例えば上部に設けられている。ＵＩ部５６は、使用者からの入力を受け入れて、画像形成
装置本体１２、画像読取装置１４及び後処理装置１６の処理内容を選択し、かつ表示する
ようになっている。
【００２３】
　図３は、図２に示した制御装置７４の構成を例示する図である。
　図３に示すように、制御装置７４は、ＣＰＵ１０２、メモリ１０４、ハードディスクド
ライブ（ＨＤＤ）等の記憶装置１０６、外部のコンピュータなどとデータの送信および受
信を行う通信インタフェース（ＩＦ）１０８を有する。
　これらの構成要素は、システムバス１１０を介して互いに接続されている。
　制御装置７４は、これらの構成により、画像送受信装置１０の制御を行う。
【００２４】
　図４は、図２に示したＵＩ装置５６の構成を示す図である。
　図４に示すように、ＵＩ装置５６は、タッチパネルおよび液晶ディスプレイなどで構成
される画面表示部１２０、テンキー、クリア（Ｃ）ボタン、短縮ボタンおよびスタートボ
タンなどの操作ボタン群１２２から構成される。
　ユーザは、画面表示部１２０に表示されたタッチパネル、および、操作ボタン群１２２
を操作することにより、送信先の宛先の入力、原稿送信開始および原稿送信中止などを行
うことができる。
【００２５】
　〔画像送信プログラム２〕
　以下、画像送信プログラム２を説明する。
　図５は、画像送受信装置１０で実行される画像送信プログラム２の構成を示す図である
。
　図５に示すように、画像送信プログラム２は、ＵＩ制御部２００、命令受付部２０２、
送信制御部２０４、送信部２０６、宛先記憶部２２０および画像管理部２４６から構成さ
れる。
　画像管理部２４６は、画像読取部２４０、画像処理部２４２および画像記憶部２４４か
ら構成される。
　画像送信プログラム２は、例えば、メモリ１０４に記憶されて画像送受信装置１０に供
給され、画像送受信装置１０のＯＳ（図示せず）上で、画像送受信装置１０のハードウェ
ア資源を具体的に利用して実行される（以下の各プログラムについても同様）。
【００２６】
　ＵＩ制御部２００は、図６および図７を参照して後述する画面を画面表示部１２０（図
４）に表示する。
　まず、ＵＩ制御部２００が画面表示部１２０に表示する画面を、図６および図７を参照
して説明する。
【００２７】
　図６は、ＵＩ装置５６の画面表示部１２０（図４）に表示される画面示す図であって、
（Ａ）は、ユーザが宛先を入力するための宛先入力画面（宛先指示手段（宛先受け入れ手
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段））を示し、（Ｂ）は、ユーザが確認用の宛先を入力するための確認用宛先入力画面（
宛先指示手段（宛先確認受け入れ手段））を示す。
　図７は、画面表示部１２０に表示される画面を示す図であって、（Ａ）は、原稿が送信
されていることを表示する画面（送信画面）を示し、（Ｂ）は、（Ａ）に示した中止ボタ
ン１６４が押下されたときに表示される中止画面を示し、（Ｃ）は、（Ｂ）に示した原稿
変更ボタン１６８ボタンが押下されたときに表示される画面（原稿変更後宛先確認画面）
を示す。
【００２８】
　図６（Ａ）に示すように、宛先入力画面は、ステータス表示領域１４０、宛先表示領域
１４２、次宛先ボタン１４４および宛先確認入力ボタン１４６などを含む。
　ステータス表示領域１４０は、表示画面が宛先入力画面であることを表示する。
　宛先表示領域１４２は、ユーザにより入力された宛先を表示する。
　次宛先ボタン１４４は、ユーザにより押下されることにより、ユーザが新たな宛先を入
力するための画面（図示せず）に遷移させる。
　宛先確認入力ボタン１４６は、ユーザに押下されることにより、図６（Ｂ）に示した確
認用宛先入力画面に遷移させる。
【００２９】
　図６（Ｂ）に示すように、確認用宛先入力画面は、次宛先ボタン１４４、ステータス表
示領域１５０、確定用宛先表示領域１５２および確定ボタン１５４などを含む。
　ステータス表示領域１５０は、表示画面が確認用宛先入力画面であることを表示する。
　確定用宛先表示領域１５２は、ユーザにより確認のために入力された宛先（確認用宛先
情報）を表示する。
　確定ボタン１５４は、ユーザにより押下されることにより、入力された確認用宛先情報
を確定し、図６（Ａ）に示した宛先入力画面に遷移させる。
【００３０】
　図７（Ａ）に示すように、送信画面は、ステータス表示領域１６０、閉じるボタン１６
２及び中止ボタン１６４（送信中止指示手段）などを含む。
　ステータス表示領域１６０は、表示画面が、送信画面であることを表示する。
　閉じるボタン１６２は、ユーザにより押下されることにより、送信画面を閉じる。
　中止ボタン１６４は、ユーザにより押下されることにより、図７（Ｂ）に示した中止画
面に遷移させる。
【００３１】
　図７（Ｂ）に示すように中止画面は、ステータス表示領域１６６、原稿変更ボタン１６
８（再送信指示手段）および継続ボタン１７０などを含む。
　ステータス表示領域１６６は、表示画面が中止画面であることを表示し、またユーザへ
の指示を表示する。
　原稿変更ボタン１６８は、ユーザが、入力した宛先を維持しつつ原稿を読み直して継続
したい場合に押下するボタンである。
　原稿変更ボタン１６８は、ユーザにより押下されることにより、図７（Ｃ）に示した原
稿変更確認画面に遷移させる。
　継続ボタン１７０は、送信を継続するためのボタンであり、ユーザにより押下されると
、送信は、中止された時点から再び開始され、図７（Ａ）に示した送信画面に遷移させる
。
【００３２】
　図７（Ｃ）に示すように原稿変更後宛先確認画面は、ステータス表示領域１７２、スタ
ートボタン１７４、キャンセルボタン１７６および宛先確認領域１７８などを含む。
　ステータス表示領域１７２は、表示画面は原稿変更後宛先確認画面であることを表示し
、また、ユーザへの指示を表示する。
　スタートボタン１７４は、ユーザにより原稿が変更された後に押下されることにより、
原稿が読み直され、送信が継続され、図７（Ａ）に示した送信画面に遷移させる。
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　キャンセルボタン１７６は、ユーザにより押下されることにより、図７（Ｂ）に示した
中止画面に遷移させる。
　宛先確認領域１７８は、ユーザにより入力された宛先を確認のために表示する。
【００３３】
　ＵＩ制御部２００（図５）は、図６（Ａ），（Ｂ）および図７（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）
に示した画面をＵＩ装置５６の画面表示部１２０に表示する。
　また、ＵＩ制御部２００は、ＵＩ装置５６を介して入力された宛先情報を、宛先記憶部
２２０に対して出力する。
　また、ＵＩ制御部２００は、ＵＩ装置５６の操作ボタン群１２２および画面表示部１２
０のタッチパネルなどから入力された操作命令を、命令受付部２０２に対して出力する。
　また、ＵＩ制御部２００は、送信制御部２０４からの制御に基づいた画面を画面表示部
１２０に表示する。
【００３４】
　具体的には、ＵＩ制御部２００は、図６（Ａ）に示した宛先入力画面を表示し、ユーザ
により、操作ボタン群１２２などが用いられて入力された宛先情報を、宛先表示領域１４
２に表示し、宛先記憶部２２０に出力する。
　また、ＵＩ制御部２００は、ユーザにより、宛先確認入力ボタン１４６が押下されると
、図６（Ｂ）に示した確認用宛先入力画面を表示し、ユーザにより確認のために入力され
た宛先（確認用宛先情報）を、確定用宛先表示領域１５２に表示し、宛先記憶部２２０に
出力する。
【００３５】
　また、ＵＩ制御部２００は、ユーザにより、図６（Ｂ）に示した確認用宛先入力画面の
確定ボタン１５４が押下されると、宛先記憶部２２０に記憶された宛先情報と確認用宛先
情報が一致するか否かを判断し、一致する場合は、図６（Ａ）に示した宛先入力画面を表
示し、一致しない場合は、再度確認用宛先の入力を、ユーザに促す処理などを行う。
【００３６】
　また、ＵＩ制御部２００は、ユーザにより、操作ボタン群１２２（図４）のスタートボ
タンが押下されると、受け取った送信命令を命令受付部２０２に対して出力し、送信制御
部２０４の制御に従い、図６（Ａ）に示した宛先入力画面または図７（Ａ）に示した送信
画面を表示する。
　また、ＵＩ制御部２００は、ユーザにより、図７（Ａ）に示した送信画面の中止ボタン
１６４が押下されると、受け取った操作中止命令を命令受付部２０２に対して出力し、図
７（Ｂ）に示した中止画面を表示する。
【００３７】
　また、ＵＩ制御部２００は、ユーザにより、図７（Ｂ）に示した原稿変更ボタン１６８
が押下されると、図７（Ｃ）に示した原稿変更確認画面を表示する。
　また、ＵＩ制御部２００は、ユーザにより、図７（Ｂ）に示した継続ボタンが押下され
ると、送信を継続することを示す命令（継続命令）を、命令受付部２０２に対して出力し
、図７（Ａ）に示した送信画面を表示する。
【００３８】
　また、ＵＩ制御部２００は、図７（Ｂ）に示した中止画面において、ユーザにより、〔
Ｃ〕キーが押下されると、送信をキャンセルすることを示す命令（キャンセル命令）を、
命令受付部２０２に対して出力する。
　また、ＵＩ制御部２００は、ユーザにより、図７（Ｃ）に示したスタートボタン１７４
が押下されると、受け取った原稿を変更して送信を継続することを示す命令（原稿変更後
継続命令）を命令受付部２０２に対して出力し、図７（Ａ）に示した送信画面を表示する
。
　また、ＵＩ制御部２００は、ユーザにより、図７（Ｃ）に示したキャンセルボタン１７
６が押下されると、図７（Ｂ）に示した中止画面を表示する。
【００３９】
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　宛先記憶部２２０は、ＵＩ制御部２００から入力された宛先の情報および確認用宛先の
情報を記憶する。
　命令受付部２０２は、ＵＩ制御部２００から入力された命令を送信制御部２０４に対し
て出力する。
　具体的には、命令受付部２０２は、スタートボタン（図４）が押下されることにより入
力される送信開始命令、中止ボタン１６４（図７（Ａ））が押下されることにより入力さ
れる中止命令、スタートボタン１７４（図７（Ｃ））が押下されることにより入力される
原稿変更後継続命令、継続ボタン１７０（図７（Ｂ））が押下されることにより入力され
る継続命令および〔Ｃ〕キー（図７（Ｂ））が押下されることにより入力されるキャンセ
ル命令を、送信制御部２０４に対して出力する。
【００４０】
　送信制御部２０４は、命令受付部２０２から入力された命令に応じて、ＵＩ制御部２０
０、送信部２０６および画像管理部２４６を制御する。
　具体的には、送信制御部２０４は、送信開始命令が入力されたときには、宛先記憶部２
２０に宛先情報および確認用宛先情報が記憶されているかを確認し、記憶されているとき
には、画像管理部２４６に画像の読取を開始させ、送信部２０６に送信を開始させ、記憶
されていないときには、ＵＩ制御部２００に宛先入力画面（図６（Ａ））を表示させる。
　また、送信制御部２０４は、中止命令が入力されたときには、画像管理部２４６に画像
の読取を中止させ、送信部２０６に送信を中止させる。
【００４１】
　また、送信制御部２０４は、原稿変更後継続命令が入力されたときには、画像管理部２
４６に初期化処理をさせた後に、画像の読取を開始させ、送信部２０６に送信を開始させ
る。
　また、送信制御部２０４は、継続命令が入力されたときは、画像管理部２４６に画像の
読取を再開させ、送信部２０６に送信を再開させる。
　また、送信制御部２０４は、キャンセル命令が入力されたときは、画像送信プログラム
２に初期化処理を実行させる。
　送信部２０６は、送信制御部２０４の制御に従い、画像管理部２４６の画像記憶部２４
４から入力された画像情報を、宛先記憶部２２０に記憶された宛先情報に基づいて、通信
ＩＦ１０８を介して、通信回線網１００に対して送信する。
【００４２】
　画像管理部２４６の画像読取部２４０は、送信制御部２０４からの制御に従い、スキャ
ナ５２から入力された画像データを読み取り、画像処理部２４２に対して出力する。
　画像処理部２４２は、画像読取部２４０から入力された画像データに対して、フィルタ
処理および２値化処理等の画像処理を行い、画像記憶部２４４に対して出力する。
　画像記憶部２４４は、画像処理部２４２から入力された画像処理が施された画像データ
を記憶し、送信制御部２０４からの制御に従い、送信部２０６に対して出力する。
【００４３】
　以上説明した、画像送信プログラム２の処理を、図８を参照して、さらに説明する。
　図８は、画像送信プログラム２の処理（Ｓ１０）を示すフローチャートである。
　図８に示すように、ステップ１００（Ｓ１００）において、ＵＩ制御部２００は、図６
（Ａ）に示した宛先入力画面を表示し、ユーザに宛先の入力を促す。
【００４４】
　ステップ１０２（Ｓ１０２）において、ＵＩ制御部２００は、宛先表示領域１４２（図
６（Ａ））に、ユーザにより入力された宛先を表示する。
　ステップ１０４（Ｓ１０４）において、送信制御部２０４は、ユーザにより、操作ボタ
ン群１２２のスタートボタンが押下されることにより入力された送信開始命令を受け付け
る。
【００４５】
　ステップ１０６（Ｓ１０６）において、送信制御部２０４は、宛先記憶部２２０に、宛
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先情報および確認用宛先情報が記憶されているか否かを判断する。
　宛先記憶部２２０に、宛先情報および確認用宛先情報が記憶されているときには、Ｓ１
０８の処理に進み、これ以外のときには、Ｓ１００の処理に戻る。
　ステップ１０８（Ｓ１０８）において、送信制御部２０４は、画像管理部２４６に画像
の読取を開始させ、送信部２０６に送信を開始させる。
【００４６】
　ステップ１１０（Ｓ１１０）において、送信制御部２０４は、図７（Ａ）に示した送信
画面を介して中止命令を受け付ける。
　ステップ１１２（Ｓ１１２）において、送信制御部２０４は、画像管理部２４６に画像
の読取を中止させ、送信部２０６に送信を中止させる。
【００４７】
　ステップ１１４（Ｓ１１４）において、送信制御部２０４は、図７（Ｂ）に示した中止
画面または図７（Ｃ）に示した原稿変更確認画面を介して原稿変更後継続命令、継続命令
またはキャンセル命令を受け付ける。
　ステップ１１６（Ｓ１１６）において、送信制御部２０４は、受け付けた命令が、原稿
変更後継続命令か否かを判断する。
　受け付けた命令が、原稿変更後継続命令のときには、Ｓ１１８の処理に進み、これ以外
のときには、Ｓ１３０の処理に進む。
【００４８】
　ステップ１１８（Ｓ１１８）において、送信制御部２０４は、画像管理部２４６に初期
化処理をさせた後に、画像の読取を開始させる。
　ステップ１２０（Ｓ１２０）において、送信制御部２０４は、送信部２０６に送信を開
始させる。
　ステップ１２２（Ｓ１２２）において、画像送信プログラム２は、送信処理を終了する
。
【００４９】
　ステップ１３０（Ｓ１３０）において、送信制御部２０４は、受け付けた命令が、継続
命令か否かを判断する。
　受け付けた命令が、継続命令のときには、Ｓ１３２の処理に進み、これ以外のときには
、Ｓ１４０の処理に進む。
【００５０】
　ステップ１３２（Ｓ１３２）において、送信制御部２０４は、画像管理部２４６に画像
の読取を再開させ、送信部２０６に送信を再開させる。
　ステップ１４０（Ｓ１４０）において、送信制御部２０４は、画像送信プログラム２に
初期化処理を実行させる。
【００５１】
　〔第２の実施形態〕
　以下、本発明の第２の実施形態として、画像送信プログラム３を説明する。
【００５２】
　〔画像送信プログラム３〕
　以下、画像送信プログラム３を説明する。
　図９は、画像送受信装置１０で画像送信プログラム２の代わりに実行される画像送信プ
ログラム３の構成を示す図である。
　図９に示すように、画像送信プログラム３は、画像送信プログラム２のＵＩ制御部２０
０、命令受付部２０２および送信制御部２０４をそれぞれＵＩ制御部３００、命令受付部
３０２および送信制御部３０４に置き換え、画面表示記憶部３０６を加えた構成を採る。
【００５３】
　ＵＩ制御部３００は、図６（Ｂ）に示した宛先確認入力画面、および、図１０および図
１１を参照して後述する画面を画面表示部１２０（図４）に表示する。
　まず、ＵＩ制御部３００が画面表示部１２０に表示する画面を、図１０および図１１を
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参照して説明する。
【００５４】
　図１０は、ＵＩ装置５６の画面表示部１２０（図４）に表示される画面を示す図であっ
て、（Ａ）は、複数の宛先が設定された宛先入力画面を示し、（Ｂ）は、送信前宛先確認
画面(宛先確認表示手段)を示し、（Ｃ）は、送信画面を示す。
　図１１は、画面表示部１２０に表示される画面を示す図であって、（Ａ）は、送信前に
図１０（Ｂ）に示した宛先確認画面が表示された場合において、図１０（Ｃ）に示した中
止ボタンが押下されたときに表示される中止画面を示し、（Ｂ）は、送信前に図１０（Ｂ
）に示した宛先確認画面が表示されなかった場合において、図１０（Ｃ）に示した中止ボ
タンが押下されたときに表示される中止画面を示し、（Ｃ）は、（Ａ）の原稿変更ボタン
が押下されたときに表示される画面（原稿変更後宛先確認画面）を示す。
【００５５】
　図１０（Ａ）に示すように、宛先入力画面は、ステータス表示領域３２０、宛先表示領
域１４２、次宛先ボタン１４４、宛先確認入力ボタン１４６および複数宛先表示領域３２
２などを含む。
　ステータス表示領域３２０は、表示画面が宛先入力画面であることを表示し、異なる複
数の宛先が設定されたことを示す。
　複数宛先表示領域３２２は、ユーザにより入力された複数の異なる宛先を表示する。
【００５６】
　図１０（Ｂ）に示すように、送信前宛先確認画面は、ステータス表示領域３２４、宛先
確認領域３２６、スタートボタン３２８およびキャンセルボタン３３０などを含む。
　ステータス表示領域３２４は、表示画面が送信前宛先確認画面であることを表示する。
　宛先確認領域３２６は、ユーザにより入力された複数の異なる宛先を表示する。
　スタートボタン３２８は、ユーザにより押下されることにより、送信が開始される。
　キャンセルボタン３３０は、ユーザにより押下されることにより、送信がキャンセルさ
れ、図１０（Ａ）に示した宛先入力画面に遷移させる。
【００５７】
　図１０（Ｃ）に示すように、送信画面は、ステータス表示領域１６０、閉じるボタン１
６２および中止ボタン３３２などを含む。
　中止ボタン３３２は、ユーザに押下されることにより、図１１（Ａ）に示した中止画面
または図１１（Ｂ）に示した中止画面に遷移させる。
【００５８】
　図１１（Ａ）に示すように、中止画面は、ステータス表示領域１６６、原稿変更ボタン
３３４および継続ボタン３３６などを含む。
　原稿変更ボタン３３４は、ユーザにより押下されることにより、図１１（Ｃ）に示した
原稿変更後宛先確認画面に遷移させる。
　継続ボタン３３６は、送信を継続するためのボタンであり、ユーザにより押下されると
、送信は、中止された時点から再び開始され、図１０（Ｃ）に示した送信画面に遷移させ
る。
【００５９】
　図１１（Ｂ）に示すように、中止画面は、ステータス表示領域３３８および継続ボタン
３３６などを含む。
　ステータス表示領域３３８は、表示画面が中止画面であることを表示し、またユーザへ
の指示を表示する。
【００６０】
　図１１（Ｃ）に示すように、原稿変更後宛先確認画面は、ステータス表示領域１７２、
宛先確認領域３４０、スタートボタン３４２およびキャンセルボタン３４４などを含む。
　宛先確認領域３４０は、ユーザにより入力された複数の異なる宛先を表示する。
　スタートボタン３４２は、ユーザにより原稿が変更された後に押下されることにより、
原稿が読み直され、送信が継続され、図１０（Ｃ）に示した送信画面に遷移させる。
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　キャンセルボタン３４４は、ユーザにより押下されることにより、図１１（Ａ）に示し
た中止画面に遷移させる。
【００６１】
　ＵＩ制御部３００は、図６（Ｂ），図１０（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）および図１１（Ａ）
，（Ｂ），（Ｃ）に示した画面をＵＩ装置５６の画面表示部１２０（図４）に表示する。
　また、ＵＩ制御部３００は、ＵＩ装置５６を介して入力された宛先を、宛先記憶部２２
０に対して出力する。
　また、ＵＩ制御部３００は、ＵＩ装置５６の操作ボタン群１２２および画面表示部１２
０のタッチパネルなどから入力された操作命令を、命令受付部３０２に対して出力する。
　また、ＵＩ制御部３００は、送信制御部３０４からの制御に基づいた画面をＵＩ装置５
６に表示する。
【００６２】
　具体的には、ＵＩ制御部３００は、ＵＩ制御部２００が図６（Ａ）に示した宛先入力画
面に対して行う処理と同様の処理を、図１０（Ａ）に示した宛先入力画面に対して行う。
　つまり、図１０（Ａ）に示した宛先入力画面は、図６（Ａ）に示した宛先入力画面に対
して、複数の異なる宛先が設定されている点のみ異なる。
　また、ＵＩ制御部３００は、ＵＩ制御部２００が図６（Ｂ）に示した確認用宛先入力画
面に対して行う処理と同様の処理を行う。
【００６３】
　また、ＵＩ制御部３００は、ユーザにより、図４に示した操作ボタン群１２２のスター
トボタンが押下されると、受け取った送信命令を命令受付部３０２に対して出力し、送信
制御部３０４の制御に基づいて図１０（Ｂ）に示した送信前宛先確認画面または図１０（
Ｃ）に示した送信画面を表示する。
　また、ＵＩ制御部３００は、ユーザにより、図１０（Ｂ）に示したスタートボタン３２
８が押下されると、受け取った宛先確認後に実行された送信命令（宛先確認後送信命令）
を命令受付部３０２に対して出力し、宛先確認画面（図１０（Ｂ））が起動されたことを
示す情報（宛先確認画面起動情報）を、画面表示記憶部３０６に対して出力し、図１０（
Ｃ）に示した送信画面を表示する。
【００６４】
　また、ＵＩ制御部３００は、ユーザにより、図１０（Ｂ）に示したキャンセルボタン３
３０が押下されると、図１０（Ａ）に示した宛先入力画面を表示する。
　また、ＵＩ制御部３００は、ユーザにより、図１０（Ｃ）に示した送信画面の中止ボタ
ン３３２が押下されると、受け取った操作中止命令を命令受付部３０２に対して出力し、
送信制御部３０４の制御に基づいて、図１１（Ａ）または図１１（Ｂ）に示した中止画面
を表示する。
【００６５】
　また、ＵＩ制御部３００は、ユーザにより、図１１（Ａ）に示した原稿変更ボタン３３
４が押下されると、図１１（Ｃ）に示した原稿変更後宛先確認画面を表示する。
　また、ＵＩ制御部３００は、ユーザにより、図１１（Ａ），（Ｂ）に示した継続ボタン
が押下されると、送信を継続することを示す命令（継続命令）を、命令受付部３０２に対
して出力し、図１０（Ｃ）に示した送信画面を表示する。
　また、ＵＩ制御部３００は、図１１（Ａ），（Ｂ）に示した中止画面において、ユーザ
により、〔Ｃ〕キーが押下されると、送信をキャンセルすることを示す命令（キャンセル
命令）を、命令受付部３０２に対して出力する。
【００６６】
　また、ＵＩ制御部３００は、図１１（Ｃ）に示した原稿変更後宛先確認画面において、
スタートボタン３４２が押下されると、受け取った原稿を変更して送信を継続することを
示す命令（原稿変更後継続命令）を命令受付部３０２に対して出力し、図１０（Ｃ）に示
した送信画面を表示する。
　また、ＵＩ制御部３００は、ユーザにより、図１１（Ｃ）に示したキャンセルボタン３
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４４が押下されると、図１１（Ａ）に示した中止画面を表示する。
【００６７】
　命令受付部３０２は、ＵＩ制御部３００から入力された命令を送信制御部３０４に対し
て出力する。
　具体的には、命令受付部３０２は、スタートボタン（図４）が押下されることにより入
力される送信開始命令、スタートボタン３２８（図１０（Ｂ））が押下されることにより
入力される宛先確認後送信命令、中止ボタン３３２（図１０（Ｃ））が押下されることに
より入力される中止命令、継続ボタン３３６（図１１（Ａ），（Ｂ））が押下されること
により入力される継続命令、〔Ｃ〕キー（図１１（Ａ），（Ｂ））が押下されることによ
り入力されるキャンセル命令およびスタートボタン３４２（図１１（Ｃ））が押下される
ことにより入力される原稿変更後継続命令を、送信制御部２０４に対して出力する。
【００６８】
　送信制御部３０４は、命令受付部３０２から入力された命令に応じて、送信部２０６お
よび画像管理部２４６を制御する。
　具体的には、送信制御部３０４は、送信開始命令が入力されたときには、宛先記憶部２
２０に複数の異なる宛先情報宛先情報が記憶されているかを確認し、記憶されているとき
には、図１０（Ｂ）に示した送信前宛先確認画面を表示し、記憶されていないときには、
画像管理部２４６に画像の読取を開始させ、送信部２０６に送信を開始させ、ＵＩ制御部
３００に送信画面（図１０（Ｃ））を表示させる。
【００６９】
　また、送信制御部３０４は、宛先確認後送信命令が入力されたときには、画像管理部２
４６に画像の読取を開始させ、送信部２０６に送信を開始させ、ＵＩ制御部３００に送信
画面（図１０（Ｃ））を表示させる。
　また、送信制御部３０４は、中止命令が入力されたときには、画像管理部２４６に画像
の読取を中止させ、送信部２０６に送信を中止させる。
　また、送信制御部３０４は、中止命令が入力されたときには、画面表示記憶部３０６に
宛先確認画面起動情報が記憶されているか否かを判断し、記憶されているときには、ＵＩ
制御部３００に、図１１（Ａ）に示した中止画面を画面表示部１２０に表示させ、記憶さ
れていないときには、図１１（Ｂ）に示した中止画面を画面表示部１２０に表示させる。
【００７０】
　また、送信制御部３０４は、原稿変更後継続命令が入力されたときには、画像管理部２
４６に初期化処理をさせた後に、画像の読取を開始させ、送信部２０６に送信を開始させ
る。
　また、送信制御部３０４は、継続命令が入力されたときは、画像管理部２４６に画像の
読取を再開させ、送信部２０６に送信を再開させる。
　また、送信制御部３０４は、キャンセル命令が入力されたときは、画像送信プログラム
３に初期化処理を実行させる。
【００７１】
　以上説明した、画像送信プログラム３の処理を、図１２を参照して、さらに説明する。
　図１２は、画像送信プログラム３の処理（Ｓ２０）を示すフローチャートである。
　図１２に示すように、ステップ２００（Ｓ２００）において、ＵＩ制御部３００は、図
１０（Ａ）に示した宛先入力画面を表示し、ユーザに宛先の入力を促す。
【００７２】
　ステップ２０２（Ｓ２０２）において、ＵＩ制御部３００は、宛先表示領域１４２また
は複数宛先表示領域３２２（図１０（Ａ））に、ユーザにより入力された宛先を表示する
。
　ステップ２０４（Ｓ２０４）において、送信制御部３０４はユーザにより、操作ボタン
群１２２のスタートボタンが押下されることにより入力された送信開始命令を受け付ける
。
【００７３】
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　ステップ２０６（Ｓ２０６）において、送信制御部３０４は、宛先記憶部２２０に、複
数の異なる宛先情報が記憶されているか否かを判断する。
　宛先記憶部２２０に、複数の異なる宛先情報が記憶されているときには、Ｓ２０８の処
理に進み、これ以外のときには、Ｓ２１０の処理に進む。
　ステップ２０８（Ｓ２０８）において、送信制御部３０４は、ＵＩ制御部３００に、送
信前宛先確認画面（図１０（Ｂ））を、画面表示部１２０（図４）に表示させる。
　ステップ２１０（Ｓ２１０）において、送信制御部３０４は、画像管理部２４６に画像
の読取を開始させ、送信部２０６に送信を開始させる。
【００７４】
　ステップ２１２（Ｓ２１２）において、送信制御部３０４は、図１０（Ｃ）に示した送
信画面を介して中止命令を受け付ける。
　ステップ２１４（Ｓ２１４）において、送信制御部３０４は、画像管理部２４６に画像
の読取を中止させ、送信部２０６に送信を中止させる。
　ステップ２１６（Ｓ２１６）において、送信制御部３０４は、画面表示記憶部３０６に
宛先確認画面起動情報が記憶されているか否かを判断する。
　画面表示記憶部３０６に宛先確認画面起動情報が記憶されているときには、Ｓ２１８の
処理に進み、これ以外のときには、Ｓ２３０の処理に進む。
　ステップ２１８（Ｓ２１８）において、送信制御部３０４は、図１１（Ａ）に示した中
止画面または図１１（Ｃ）に示した宛先確認画面介して原稿変更後継続命令、継続命令ま
たはキャンセル命令を受け付ける。
【００７５】
　ステップ２２０（Ｓ２２０）において、送信制御部３０４は、受け付けた命令が、原稿
変更後継続命令か否かを判断する。
　受け付けた命令が、原稿変更後継続命令のときには、Ｓ２２２の処理に進み、これ以外
のときには、Ｓ２３２の処理に進む。
【００７６】
　ステップ２２２（Ｓ２２２）において、送信制御部３０４は、画像管理部２４６に初期
化処理をさせた後に、画像の読取を開始させる。
　ステップ２２４（Ｓ２２４）において、送信制御部３０４は、送信部２０６に送信を開
始させる。
　ステップ２２６（Ｓ２２６）において、画像送信プログラム３は、送信処理を終了する
。
【００７７】
　ステップ２３０（Ｓ２３０）において、送信制御部３０４は、図１１（Ｂ）に示した中
止画面を介して継続命令またはキャンセル命令を受け付ける。
　ステップ２３２（Ｓ２３２）において、送信制御部３０４は、受け付けた命令が、継続
命令か否かを判断する。
　受け付けた命令が、継続命令のときには、Ｓ２３４の処理に進み、これ以外のときには
、Ｓ２４０の処理に進む。
【００７８】
　ステップ２３４（Ｓ２３４）において、送信制御部３０４は、画像管理部２４６に画像
の読取を再開させ、送信部２０６に送信を再開させる。
　ステップ２４０（Ｓ２４０）において、送信制御部３０４は、画像送信プログラム３に
初期化処理を実行させる。
【００７９】
　〔第３の実施形態〕
　以下、本発明の第３の実施形態として、画像送信プログラム４を説明する。
【００８０】
　〔画像送信プログラム４〕
　以下、画像送信プログラム４を説明する。
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　図１３は、画像送受信装置１０で画像送信プログラム２の代わりに実行される画像送信
プログラム４の構成を示す図である。
　図１３に示すように、画像送信プログラム４は、ＵＩ制御部２００をＵＩ制御部４００
に、送信制御部２０４を送信制御部４０４に、宛先記憶部２２０を、宛先記憶部４２０に
置き換えた構成を採る。
【００８１】
　図１４は、ＵＩ制御部４００が画面表示部１２０（図４）に、図７（Ｃ）に示した原稿
変更後宛先確認画面の替わりに表示する原稿変更後宛先入力画面(宛先確認受け入れ手段)
である。
　図１４に示すように、原稿変更後宛先入力画面は、ステータス表示領域４３０、宛先表
示領域１４２、次宛先ボタン１４４、スタートボタン１７４およびキャンセルボタン１７
６などを含む。
　ステータス表示領域４３０は、表示画面が原稿変更後宛先入力画面であることを表示し
、またユーザへの指示を表示する。
【００８２】
　宛先記憶部４２０は、宛先記憶部２２０が記憶する宛先情報・確認用宛先情報に加えて
、宛先が入力された手段（宛先入力手段）および後述の原稿変更後宛先情報を記憶する。
　具体的には、宛先は、図４に示した操作ボタン群１２２のテンキー（ダイヤル）または
短縮ボタンにより入力されるため、宛先記憶部４２０は、入力された宛先情報とその宛先
入力手段とを関連づけて記憶する。
【００８３】
　ＵＩ制御部４００は、ＵＩ制御部２００の機能に対して、以下の点について改良が行わ
れている。
　ＵＩ制御部４００は、ユーザにより、図７（Ａ）に示した送信画面の中止ボタン１６４
が押下されると、宛先記憶部４２０に記憶されている確認用宛先情報を確認し、確認用宛
先情報が記憶されていないときは、図７（Ｂ）に示した中止画面において、原稿変更ボタ
ン１６８が選択できないようにマスクされた画面を表示する。
　また、ＵＩ制御部４００は、宛先記憶部４２０に確認用宛先情報が記憶されているとき
は、図７（Ｂ）に示した中止画面を表示する。
【００８４】
　また、ＵＩ制御部４００は、ユーザにより、図７（Ｂ）に示した原稿変更ボタン１６８
が押下されると、図１４に示した原稿変更後宛先入力画面を表示し、ユーザに宛先の再入
力を促す。
　また、ＵＩ制御部４００は、図１４に示した原稿変更後宛先入力画面においてユーザに
より入力された宛先（原稿変更後宛先情報）を宛先記憶部４２０に対して出力する。
【００８５】
　送信制御部４０４は、送信制御部２０４の機能に対して、以下の点について改良が行わ
れている。
　送信制御部４０４は、送信開始命令が入力されたときには、宛先記憶部４２０に記憶さ
れている宛先入力手段を確認し、ダイヤルにより宛先が入力されていると判断したときは
、確認用宛先情報が記憶されているときのみ、画像管理部２４６に画像の読取を開始させ
、送信部２０６に送信を開始させ、確認用宛先情報が記憶されていないときには、ＵＩ制
御部４００に宛先入力画面（図６（Ａ））を表示させる。
【００８６】
　また、送信制御部４０４は、短縮ボタンにより宛先が入力されているときには、確認用
宛先情報が記憶されていなくても、画像管理部２４６に画像の読取を開始させ、送信部２
０６に送信を開始させる。
　また、送信制御部４０４は、原稿変更後継続命令が入力されたときには、宛先記憶部４
２０に記憶された宛先情報が原稿変更後宛先情報と一致するか否かを判断し、一致する場
合は、画像管理部２４６に初期化処理をさせた後に、画像の読取を開始させ、送信部２０
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６に送信を開始させ、一致しない場合は、図１４に示した原稿変更後宛先入力画面を表示
する。
【００８７】
　以上説明した、画像送信プログラム４の処理を、図１５を参照して、さらに説明する。
　図１５は、画像送信プログラム４の処理（Ｓ３０）を示すフローチャートである。
　図１５に示すように、ステップ３００（Ｓ３００）において、ＵＩ制御部４００は、図
６（Ａ）に示した宛先入力画面を表示し、ユーザに宛先の入力を促す。
【００８８】
　ステップ３０２（Ｓ３０２）において、ＵＩ制御部４００は、宛先表示領域１４２（図
６（Ａ））に、ユーザにより入力された宛先を表示する。
　ステップ３０４（Ｓ３０４）において、送信制御部４０４は、ユーザにより、操作ボタ
ン群１２２のスタートボタンが押下されることにより入力された送信開始命令を受け付け
る。
【００８９】
　ステップ３０６（Ｓ３０６）において、送信制御部４０４は、宛先記憶部４２０に記憶
されている宛先入力手段を確認し、ダイヤルにより宛先が入力されているか否かを判断す
る。
　ダイヤルにより宛先が入力されているときには、Ｓ３０８の処理に進み、これ以外のと
きには、Ｓ３１０の処理に進む。
【００９０】
　ステップ３０８（Ｓ３０８）において、送信制御部４０４は、宛先記憶部４２０に、宛
先情報および確認用宛先情報が記憶されているか否かを判断する。
　宛先記憶部４２０に、宛先情報および確認用宛先情報が記憶されているときには、Ｓ３
１０の処理に進み、これ以外のときには、Ｓ３００の処理に戻る。
　ステップ３１０（Ｓ３１０）において、送信制御部４０４は、画像管理部２４６に画像
の読取を開始させ、送信部２０６に送信を開始させる。
【００９１】
　ステップ３１２（Ｓ３１２）において、送信制御部４０４は、図７（Ａ）に示した送信
画面を介して、中止命令を受け付ける。
　ステップ３１４（Ｓ３１４）において、送信制御部４０４は、画像管理部２４６に画像
の読取を中止させ、送信部２０６に送信を中止させる。
【００９２】
　ステップ３１６（Ｓ３１６）において、送信制御部４０４は、宛先記憶部４２０に宛先
情報および確認用宛先情報が記憶されているか否かを判断する。
　宛先記憶部４２０に宛先情報および確認用宛先情報が記憶されているときには、Ｓ３１
８の処理に進み、これ以外のときには、Ｓ３４０の処理に進む。
　ステップ３１８（Ｓ３１８）において、ＵＩ制御部４００は、図７（Ｂ）に示した中止
画面を介してユーザによる操作を受け付ける。
【００９３】
　ステップ３２０（Ｓ３２０）において、ＵＩ制御部４００は、原稿変更ボタン１６８の
ボタンが押下されたか否かを判断する。
　原稿変更ボタン１６８のボタンが押下されたときには、Ｓ３２２の処理に進み、これ以
外のときには、Ｓ３４２の処理に進む。
【００９４】
　ステップ３２２（Ｓ３２２）において、ＵＩ制御部４００は、図１４に示した宛先入力
画面を表示し、ユーザに宛先の入力および原稿変更後継続命令の指示を促す。
　ステップ３２４（Ｓ３２４）において、送信制御部４０４は、宛先記憶部４２０に記憶
された宛先情報が原稿変更後宛先情報と一致するか否かを判断する。
　宛先記憶部４２０に記憶された宛先情報が原稿変更後宛先情報と一致するときには、Ｓ
３２６の処理に進み、これ以外のときには、Ｓ３２２の処理に戻る。
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【００９５】
　ステップ３２６（Ｓ３２６）において、送信制御部４０４は、画像管理部２４６に初期
化処理をさせた後に、画像の読取を開始させる。
　ステップ３２８（Ｓ３２８）において、送信制御部４０４は、送信部２０６に送信を開
始させる。
　ステップ３３０（Ｓ３３０）において、画像送信プログラム４は、送信処理を終了する
。
【００９６】
　ステップ３４０（Ｓ３４０）において、送信制御部４０４は、図７（Ｂ）に示した中止
画面において、原稿変更ボタン１６８のボタンがマスクされた画面を介して継続命令また
はキャンセル命令を受け付ける。
　ステップ３４２（Ｓ３４２）において、送信制御部４０４は、受け付けた命令が、継続
命令か否かを判断する。
　受け付けた命令が、継続命令のときには、Ｓ３４４の処理に進み、これ以外のときには
、Ｓ３５０の処理に進む。
【００９７】
　ステップ３４４（Ｓ３４４）において、送信制御部４０４は、画像管理部２４６に画像
の読取を再開させ、送信部２０６に送信を再開させる。
　ステップ３５０（Ｓ３５０）において、送信制御部４０４は、画像送信プログラム４に
初期化処理を実行させる。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】本発明にかかる画像送受信システムの構成を例示する図である。
【図２】図１に示した画像送受信装置のハードウェア構成を例示する図である。
【図３】図２に示した制御装置の構成を例示する図である。
【図４】図２に示したＵＩ装置の構成を示す図である。
【図５】画像送受信装置で実行される画像送信プログラムの構成を示す図である。
【図６】ＵＩ装置の画面表示部（図４）に表示される画面示す図である。
【図７】画面表示部に表示される画面を示す図である。
【図８】画像送信プログラムの処理（Ｓ１０）を示すフローチャートである。
【図９】画像送受信装置で実行される画像送信プログラムの構成を示す図である。
【図１０】ＵＩ装置の画面表示部（図４）に表示される画面を示す図である。
【図１１】画面表示部に表示される画面を示す図である。
【図１２】画像送信プログラムの処理（Ｓ２０）を示すフローチャートである。
【図１３】画像送受信装置で実行される画像送信プログラムの構成を示す図である。
【図１４】ＵＩ制御部が画面表示部（図４）に、図７（Ｃ）に示した原稿変更後宛先確認
画面の替わりに表示する原稿変更後宛先入力画面である。
【図１５】画像送信プログラムの処理（Ｓ３０）を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００９９】
１・・・画像送受信システム
　１０・・・画像送受信装置
　１００・・・通信回線網
　１０２・・・ＣＰＵ
　１０４・・・メモリ
　１０６・・・記憶装置
　１０８・・・通信ＩＦ
　１１０・・・システムバス
　１２０・・・画面表示部
　１２２・・・操作ボタン群
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１４０・・・ステータス表示領域
１４２・・・宛先表示領域
１４４・・・次宛先ボタン
１４６・・・宛先確認入力ボタン
１５０・・・ステータス表示領域
１５２・・・確定用宛先表示領域
１５４・・・確定ボタン
１６０・・・ステータス表示領域
１６２・・・閉じるボタン
１６４・・・中止ボタン
１６６・・・ステータス表示領域
１６８・・・原稿変更ボタン
１７０・・・継続ボタン
１７２・・・ステータス表示領域
１７４・・・スタートボタン
１７６・・・キャンセルボタン
１７８・・・宛先確認領域
１２・・・画像形成装置本体１２
１４・・・画像読取装置１４
１６・・・後処理装置
２０・・・用紙供給部２０
２２・・・供給ヘッド２２
２４・・・用紙搬送路２４
２６・・・像形成部２６
２８・・・像保持体２８
３０・・・帯電ロール３０
３２・・・レーザ書込み装置３２
３４・・・現像装置
３６・・・転写ロール３６
３８・・・クリーナ３８
４０・・・定着装置４０
４２・・・用紙排出路４２
４６・・・反転装置４６
４８・・・用紙反転路４８
５０・・・自動原稿送り装置５０
５２・・・スキャナ
５４・・・プラテン
５６・・・入力・表示（ＵＩ）部５６
５８・・・ステープラ５８
６０・・・パンチャ６０
６２・・・分配路６２
６４・・・ビン６４
６６・・・搬送路６６
６８・・・コンパイラトレイ６８
７０・・・スタッカ７０
７２・・・ソータ７２
２・・・画像送信プログラム
　２００・・・ＵＩ制御部
　２０２・・・命令受付部
　２０４・・・送信制御部
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　２０６・・・送信部
　２２０・・・宛先記憶部
　２４６・・・画像管理部
　　２４０・・・画像読取部
　　２４２・・・画像処理部
　　２４４・・・画像記憶部
３・・・画像送信プログラム
　３００・・・ＵＩ制御部
　３０２・・・命令受付部
　３０４・・・送信制御部
　３０６・・・画面表示記憶部
３２０・・・ステータス表示領域
３２２・・・複数宛先表示領域
３２４・・・ステータス表示領域
３２６・・・宛先確認領域
３２８・・・スタートボタン
３３０・・・キャンセルボタン
３３２・・・中止ボタン
３３４・・・原稿変更ボタン
３３６・・・継続ボタン
３３８・・・ステータス表示領域
３４０・・・宛先確認領域
３４２・・・スタートボタン
３４４・・・キャンセルボタン
４３０・・・ステータス表示領域
４・・・画像送信プログラム
　４２０・・・宛先記憶部
　４００・・・ＵＩ制御部
　４０４・・・送信制御部
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１５】
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